
令和５年度北上市社会福祉協議会合同研修会 開催要項 

 

１ 目的 

本研修会は、誰もが安心して健やかに暮らせる地域社会の実現を目指し、地域福祉活動を行ってい

る事業関係者や協力者、ボランティア等を対象に、ともに支え合う地域社会づくりの推進を図ること

を目的に開催します。 

２ 主催 

社会福祉法人北上市社会福祉協議会 

３ 共催 

北上市社会福祉協議会福祉協力員協議会 

北上市ひきこもりネットワーク協議会 

４ 日時 

令和６年２月５日（月）午後１時～午後３時30分（受付開始：午後０時15分） 

５ 会場 

北上市文化交流センターさくらホール 中ホール 

（住所：北上市さくら通り二丁目１番１号 電話：0197-61-3300） 

６ 内容 

(1) 講演（午後１時５分～午後２時25分） 

演題：「ひきこもりの理解と支援～当事者の視点から～」 

   講師：一般社団法人ひきこもりＵＸ会議 

代表理事 林  恭 子 氏 

      文部科学省の調査では、令和４年度の「不登校」の児童・生徒は全国に約29万９千人とさ

れています。また、内閣府の調査では「ひきこもり」の状態にある方は約 146 万人（令和４

年11月調査時点）と推計されており、不登校やひきこもりの状態にある方だけでなく、生き

づらさを抱え孤独や孤立を感じながら地域で生活している方々は年々増加傾向にあります。 

このような状態は、社会環境の変化等により誰にでも起こりうるものであり、当事者個人

の問題だけではなく、地域全体が考えなければならない課題となっています。 

本研修会では、当事者の目線や立場からひきこもりについて理解を深め、地域で暮らす誰

もがその人らしく生活することができるよう、地域全体で支えあう仕組みについて考えます。 

(2) 質疑応答（午後２時35分～午後２時55分） 

 (3) 活動発表（午後３時～午後３時25分） 

    発表者：労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 北上笑いのたね事業所  

所長 後 藤 誠 子 氏 

       北上市内で居場所運営等のひきこもり支援を行っている北上笑いのたね事業所の活動等

をご紹介いただきます。 

 (4) 市内で行われている不登校・ひきこもり支援の取組みを紹介します。 

（午後３時25分～午後３時30分） 
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７ 参加対象 

(1)  ふれあいデイサービス事業関係者 

(2)  ふれあいのまちづくり事業関係者 

(3)  民生委員児童委員及び福祉協力員 

(4)  ボランティア活動センター登録ボランティア 

(5)  不登校・ひきこもり支援関係者 

(6)  福祉関係者、北上市社会福祉法人連絡会 

(7)  行政機関 

(8)  北上市内保育所、認定こども園、幼稚園、学童保育所、小学校、中学校、高等学校、専門学校 

(9)  一般市民 

８ 参加費 

無料 

９ 周知方法 

(1) 要項７(1)～(3)の関係者は、社会福祉協議会支部を通じて周知します。 

(2) 要項７(4)～(9)の関係者は、各所への直接案内、又は、社協ホームページ及び新聞等で周知しま

す。 

10 参加申込み方法等 

(1)  要項７(1)～(3)の関係者 

令和６年１月 29 日（月）までにお住まいの地区の社会福祉協議会支部へお申込みください。

（Googleフォームは利用できません。） 

(2) 社会福祉協議会支部 

上記要項10(1)【要項７(1)～(3)】の参加対象者を取りまとめの上、令和６年１月31日（水）ま

でに参加人数を社会福祉協議会本部へお知らせください。名簿は不要です。 

(3) 要項７(4)～(9)の関係者 

令和６年１月31日（水）までに社会福祉協議会本部へ電話またはFAX、Googleフォームにてお

申込みください。 

11 その他 

(1) 感染症まん延防止のため、体調が優れない場合は参加をご遠慮ください。 

(2) 参加者の個人情報は、研修会の運営にのみ利用するものです。 

(3) 本研修会は、北上市在宅高齢者ふれあいデイサービス事業、北上市社会福祉協議会ふれあいのま

ちづくり事業、北上市社会福祉協議会ボランティア活動センター事業、北上市社会福祉協議会生活

困窮者自立支援事業、北上市社会福祉協議会福祉協力員事業及び北上市ひきこもりサポート事業合

同で開催するものです。 

12 申込み及び問合わせ先 

社会福祉法人北上市社会福祉協議会相談支援課 

電話 72-6074 ＦＡＸ 64-7580 

  Googleフォーム ⇒ https://forms.gle/J2zswEoE2KdwzgPe7 

※Googleフォームは要項７(4)～(9)の対象者のみ利用可能です。 Googleフォーム 

QRコード 


